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01005AB1c3 
近傍保存配列 CNS のゲノム編集による作物遺伝子発現精密調整技術の 
高度化と多様な作物における有用性の実証 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構生物機能利用研究部門 吉田 均 
 
２ 研究期間：令和７年度～令和９年度（３年間） 

 

３ 研究目的 

既存遺伝資源を凌駕する画期的育種素材を創出するため、ゲノム情

報とゲノム編集技術を用いて、内在遺伝子の発現を精密調整し、最適形

質を効率的に創出する技術体系を開発し、多様な作物で実証する。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

① CNS ゲノム編集のデザイン手法の高度化 

CNS ゲノム編集技術を実用的な育種素材作出に結びつけるため、有

効な標的領域の検出法とそのデザイン技術を確立する。 
（農研機構生物機能利用研究部門、農研機構農業情報研究センター、東北大学大学院生命科

学研究科） 

 

② トマト、花きにおける実用的 CNS 編集技術の開発 

トマト・キクについてより精密な CNS ゲノム編集技術を適用し、

社会実装を見据えた実用的なゲノム編集育種素材を開発する。 
（農研機構野菜花き研究部門） 

 

５ 最終目標 

ゲノム編集による精密な形質改変を達成するための効果的な標的配列

の抽出法とそのデザイン技術、改変による表現型の予測技術からなるプ

ラットフォームを開発し、実用的な育種素材を開発する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

ゲノム編集による遺伝子発現の精密改変によって、より実用的な形

質の創出が可能となり、革新的な新規農作物の開発が加速される。これ

により、遺伝子組換えに匹敵する大きな市場の形成が期待される。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構生物機能利用研究部門 029-838-7419】 
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